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＜連絡事項＞

· 本日午後より下館SGMが新デイケア棟で使用備品購入の為不在予定。

＜栄養・山田TOLより＞

6/1（金）新デイケアへ引越しする事になり、お祝いとして昼食・夕食を若干変更する。

＜外来情報＞

· 中居　松男様　～はしかが流行している事について話されている。本人は小学校の頃になっている

と報告されている。

・平　康子様　　～「私は糖尿病ですか？」と質問され、主治医より「HbA1cが高いので糖尿病です」

と説明あり。時々コーラを500ml飲んでいると報告され、主治医より飲まないほうが良いと助言あり。食事には気を付けているとの事。頭痛が時折あり、カロナール処方となっている。

· 鈴木　恵美子様～デイケアで行っている運動は楽しいが、体が痛いと話されている。血圧

132/80mmHgとなっている。

· 長瀬　紘一郎様～咳、鼻汁があるとの事で、PL顆粒（風邪薬）3日分処方となっている。また、便

秘気味との訴えあり、センナリド（下剤）2包服用して良いとの事。

· 奥山　以依子様～6/1にデイケアが移動になる事を報告されている。

· 鹿原　博夫様　～本日血液検査施行。

· 中居　美津子様～体調は特に変わりないとの事。相変わらず引越し後の片付けは進んでいない事や、

新住所を主治医へ知らせている。

· 柳町　信之様　～本日もナイトケアで鳥眼を削ってもらうとの事。痔の状態は良いと話されている。

· 山田　健次様　～診察前にセルリアンにてパウンドケーキとコーヒーを飲まれていたが、診察が始

まると走って診察室まで来られている。診察では主治医へ足が痛いと話されている。

· 前野　義勝様　～体重測定を行っているが73㎏となっており、デイケアでは68kgなのにおかしい

と話されている。体重計によって数値が異なる為、同じ体重計で測定するように指導している。

· 小野寺　文明様～気分は落ち着いている、デイケアへ行きたいと思っていると話されている。　

＜利用者様情報＞

· 横山　耕生様　～「デイケアに行きたくない」との事で、11：20分頃青山荘より来所されている。　

だるそうな表情をされているが、バイタルサイン異常なく昼食後も居る事が出来ている。

· 佐藤　朗子様　～12：20電話あり「寝坊してしまった。明日は行きます」と話されている。

· 田澤　勝敏様　～咳が出るとの事でバイタルサイン測定実施。10：00体温36.8℃、血圧137/65mmHg、　　

12：40体温36.4℃、血圧122/74mmHgとなっている。

・北嶋　剛様　　～　本人より電話あり、どうしても外に出る事が出来ない。明日、デイケア利用日であるが三川クリニック受診し、当院への入院希望してくる為欠席するとの事。

· 繁名　和恵様　～午後より幻聴の訴え聞かれ、13:45　リスパダール服用。その後、幻聴は落ち着

いたと話されるが、15:00再度幻聴を訴えて来られている。「自分が責められている気がする」「体がだるい」「眠い」と話されており、幻聴は気になるほどではないとの事。身体的な訴えは、病気のせいだけではないことを説明すると、「何でも病気のせいにしすぎるのかな？」と話され、病気から意識を離す事が出来ている。

· 清川　厚子様　～午前のプログラムが終了すると帰荘要求聞かれるようになっている。スタッフか　　

ら通所目的を説明すると一時的に納得されるが、すぐに同訴え聞かれる為、自分で通所の目的を考えてみるよう促す。その後、訴えあるが過度となることなく定時まで過ごすこと出来ている。スタッフからの話しかけには無言で表情硬くさせているが、スタッフの参加しているプログラムへは参加され、スタッフの隣に場所をとっている。

· 小野寺　文明様～体験利用。正式利用については、「足が痛くならなければ良いんですけど・・・」

と話され、もうしばらく様子を見たいとの事。通所に対しては苦痛ではないと話される。

来所時には他メンバーとの交流はもたれていないが、時間の経過と共に自分から話し掛ける姿が見られるようになっている。午後には他メンバーと一緒に卓球や麻雀へ参加。次回、5／31体験利用予定。

＜経過連絡表提出までの流れの検討＞

・経過連絡票は毎月1～7日までにデイケア分は下館SGM、デイナイトケア、ナイトケア分を中居JGMへファイル添付しメールで送信。
・下館SGM、中居JGMは内容を確認し、修正部分を指摘し各担当スタッフへ返信する。

・修正が終了した経過連絡票は各担当者がフォルダにいれる。

・経過連絡票担当は全員分が揃っているか確認し中居JGMへ報告。

・中居JGMは全員分の経過連絡票を印刷する。

という手順で行う予定。

＜青山荘より情報提供＞

· 横山　耕生様　～「デイケアへ行きたくない。デイケアへ行く意味がわからない」とデイケア利用

を拒否されていたが、青山荘スタッフが強く促しすると挨拶もなく青山荘を出られ来所されている。

· 清川　厚子様　～青山荘では朝の体操など、やるべき事はあまり出来ていないが、10時（デイケ

ア来所時間）頃に自室を出てこられデイケアへ行かれている。入浴日が決まっているが、入浴日でない日でも希望し入浴を行っている。また、デイケアへ行きたくないとの話も聞かれていない。

＜事例検討＞①

関口　禅様　　
55歳　統合失調症　　　青山荘入所

通所開始　平成16年12月1日（2年4ヶ月）通所出席率　　80～100％

○本人の目標

体力作り

○デイケア治療計画

· 対人関係のスキル向上の為、SST等のプログラムを活用していく。

· プログラムを通して、対人関係のスキル向上と適切な自己評価が出来るよう支援していく。

○現状

· 特定のメンバーとの交流しか見られない。

· 孤立している事が多い。

· ぼんやりと1点を見つめたり、ニヤツキが時折見られる。

· 青山荘を10月退所し自宅での単身生活となる予定となっているが、洗濯機を設置する事の不安や保護者である弟様との関係に対する不安を話す事がある。

· 5月のゴールデンウイークの長期外泊では、5/2はデイケア利用する予定であったが連絡がなかった。

· 自主活動ではトランプではなく運動を行っている。

○今後に向けて

· 定期的な面談を行い、自宅での単身生活の為の不安解消に努める。

· 青山荘退所し自宅へと環境の変化に伴い、精神症状の変化も見られる為、精神症状の観察を行っていく。

· 欠席する際は連絡を入れるよう促している。

· 本人より、自宅での単身生活を行った場合は休息の為にデイケアを週1回休みたいとのお話があり青山荘へ情報提供している。

＝青山荘スタッフより＝

· 青山荘を退所し自宅での単身生活を行った場合は、自宅の訪問などは青明舎へと関係機関を移行する。

· デイケアは日中の居場所とし、楽しみの場として利用していく。

· 弟様との関係の不安解消として、本人が弟様へ言いたい事がある時は青山荘スタッフへ話し、青山荘スタッフから弟様へ話す事とする。

＜事例検討＞②

上久保　善郎様　　41歳　　統合失調症　　　青山荘入所

　通所開始　平成19年1月9日（3ヶ月）　通所出席率　94～100％

○デイケア治療計画

· 対人関係技能の向上と社会性（ルールやマナー）の獲得を目指す

○現状

· プログラムへの参加意欲が低く、スタッフ側からの促しが必要である。

· 自主活動などでは、特定のメンバーとの接触が多い。

· 女性特定メンバーの髪の毛を触る等の過度な接触が見られる。

· 特定のメンバーとしか交流が持てない。

○今後に向けて

· 定期的に個別SSTを行い、対人関係技能の向上を図る。

＝青山荘スタッフより＝

· 成人雑誌を購入されているが、他者が見えるような場所に平気で置くことがある。

· 特定メンバーとの過度な接触が見られている。

· コミュニケーションのとり方がわからないと話されている。　　










